
令和３年度  施設の自己評価 

あけぼの保育園 

園長 古川智恵子 

  

 保護者の皆様に園の日常の保育を理解して頂くため、毎年１２月～1月にかけて保育参加

を実施しています。 

 クラスに入るのは１日３名迄とし、午前中を子どもたちと一緒に過ごす中で、園での様子

を実際にご覧いただいています。 

そのアンケート結果より 

 

幼児クラスでは・・・ 

・コロナ禍でもいろいろなあそびをしてもらえて嬉しく思います。 

・山まで一緒に歩きましたが、交通ルールを守れていたし、他の大人に迷惑を掛けてはいけ

ないと意識している所、お友だちに注意している所を見て、成長を感じました。 

・ちゃんとルール通り行動が出来ていて驚きました。 

・カプラやＪＯＶＯなど、クリエイティブなおもちゃを自由に使えるようになっていていい

なあと思いました。 

・違う学年の子が年下の面倒をみたりするのは、やっぱりあけぼのの良いところだと改めて

思いました。 

・集団生活の中で、我慢すること、お互いに譲り合う事も日々学習していることがわかりま

した。 

・全体的に自由行動が多いので、日によってレッスン的なカリキュラムがあるとよいと思い

ました。 

・お友だちと頻繁に喧嘩する姿には、正直衝撃を受けました。 

・コロナが落ち着いたら、以前のように給食を一緒に食べたいです。 

 

 

乳児クラスでは・・・  

・家で教えていない事が出来るようになったり、出来ることが増えたりしているのは、一人

一人をよく見て対応してくださる先生方のおかげだなと改めて感謝しています。 

・人数の多い園なので、入園前はちゃんと一人一人見てもらえるのか不安に思う事もありま

した。ですが担当の方はもちろん、担当以外の方もこどもの事をよく見てくれているとわ

かり、安心しましたし、皆さんのチームワークの良さや人柄が伝わって来ました。あけぼ

のさんに入れてよかったと思っています。 

・遊んでいるところだけでなく、着替えやトイレ、手洗い、食事の様子も見ることが出来、 

とても良かったです。またその時のサポートや声かけが勉強になりました。 

 

 



・今まで保育園でどんな風に生活しているのだろう？と思っていた事がいろいろ見ること

が出来てとても勉強になりました。子どもの笑顔も沢山見ることが出来て安心しました。 

・園で頑張っている分、家ではたくさんぎゅっとして思い切り甘えさせてあげてもいいかな

と感じました。また明日からの子育ても笑顔で頑張れそうです。 

・家の中にあるおもちゃとは違い、保育園のおもちゃは子どもたちが興味を示すものが沢山

ありました。買う事に頼らず、作ることもしたいなと勉強になりました。 

・貴重な機会を頂いて、先生方に改めて感謝の気持ちと、保護者である私達がちゃんと準備

をして登園しなければ、スムーズな保育が出来ないという事を痛感いたしました。 

・保育園内の設備（園内の遊具や園庭）について今回初めて見させてもらいましたが、楽し

そうに遊んでいる姿を見て安心しました。参観前にもう少し詳しく半日の説明をしても

らえると良かった気がします。 

 

 

園より 

● 乳児の保護者の皆様はお子様の初めての集団生活への不安や心配が、参観することによ

り和らいで頂けたようで良かったです。 

幼児の保護者の皆様は異年齢保育とはどんなものなのか、年齢の違うこども達の関りを

実際に見て頂きその良さを感じて頂けたこと、また毎年参観することで昨年より成長し

た姿をご覧頂けたようで良かったです。 

● 頂いたご意見は、今後の参考にしていきたいと思います。 

● 大切なお子様を日中の長い時間お預かりしますので、何よりお子様たちにとって居心地

よく過ごせるのが大切で日々心掛けています。また保護者の皆様ともより良い関係を築

き子育てのサポートをしていけるように努めて参ります。 

保護者の皆様方から嬉しいお言葉をたくさん頂きましたが、それに甘んじることなく、

しっかりと保育していきたいと思います。ありがとうございました。 


